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河合忠先生を偲ぶ会にあたって 

 

令和 7 年６月２７日に自治医科大学名誉教授の河合忠先生がご逝去されました。 心よ
り哀悼の誠を捧げます。 享年９３歳でした。 ご生前に先生から日本電気泳動学会の活動
を通じて賜りましたご厚情の数々に改めて感謝申し上げます。 

 
河合先生は、昭和６年１０月１４日に北海道夕張市でお生まれになり、昭和３０年に北海

道大学医学部をご卒業になりました。 翌年には米国ハワイ大学クアキニ病院でインター
ンとなられ、昭和３３年からマイアミ大学医学部・ジャクソン記念病院でレジデントとして
勤務され、米国解剖病理学・臨床病理学認定医の資格を取得された後に帰国されました。 
昭和３８年に国鉄中央病院副医長に奉職され、昭和４１年には北海道大学大学院医学研究
科で医学博士号を取得され、同年に日本大学医学部臨床病理学助教授、昭和４７年に同大学
教授・駿河台日大病院検査科部長に就任されました。 昭和４９年から自治医科大学臨床病
理学教授・付属病院臨床病理部長として教育、研究、診療にご活躍になり、平成９年に名誉
教授となられました。 その間に日本臨床病理学会会長を務められ、さらには世界病理学・
臨床検査医学会連合会長などを歴任され、日本臨床病理学会の発展に多大な貢献をされま
した。その後も国際臨床病理センター所長、（財）国際医療技術交流財団理事長、予防医学
事業中央会理事長、平成２７年からは公益財団法人黒住医学研究振興財団理事長を務めて
おられました。 

 
河合先生が米国から帰国されて最初に参加された国内学会が電気泳動学会であったと聞

いています。 電気泳動学会では北海道大学医学部生化学教室教授の平井秀松先生をはじ
め門下の西信三先生や谷口直之先生方が活発に活動されており、河合先生も臨床病理医と
して、ご自身や自治医科大学の桜林郁之介先生や山田俊幸先生方が活発に活動されていま
す。 また、臨床検査の指導者として多くの検査技師の人材育成に尽力され、日本電気泳動
学会には臨床病理医のみならず、臨床検査技師や検査試薬・検査機器のメーカーからも多く
の参加や学会への支援を頂いています。 河合先生も「多くの先輩、同僚、後輩の諸氏から
学ぶことが多かった」と述べておられます。  

 
河合先生に賜ったご指導として特筆すべきことは、平成１１年１１月１７日―１９日に

宇部市文化会館に於いて開催された第５０回日本電気泳動学会総会での教育講演です。 河
合先生は「電気泳動学会５０年」と題して講演されました。 先生はやや甲高い流暢な英語



の発音で口演され、小柄な先生が大きく見えたことを覚えています。 電気泳動学会の歴史
について先生の正確な調査と明晰な分析により、学会名の変遷や学会事業（学術集会の開催、
出版事業）さらには日本電気泳動学会の抱える課題について現状と将来への提言をされま
した。 その内容は当時の電気泳動学会機関誌の『生物物理化学』２０００年４４巻２号５
９頁－６５頁に掲載されています（現在は、J-STAGE で学会機関誌を閲覧できるようにな
っています）。 

 
河合先生の教育講演の一文に、「１９５７年には電気泳動学会（The Society of 

Electrophoresis）と改名し、世界で最初の電気泳動学会として、その後営々と３５年間活動
を続けて来た」とあります。 今後も会員の一人として「世界で最初の電気泳動学会」の活
動に参加することが、河合先生のご厚情に報いることであると思います。  

 
河合先生の御霊が安らかであり、これからも私たちを見守って下さることを心より願い、

追悼文といたします。 
 
令和７年１１月１１日 
山口大学名誉教授 中村 和行 
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日本電気泳動学会企業会員 
 
コスモ・バイオ（株）         ナカライテスク（株）           （株）ナード研究所 
日本エイドー（株）    バイオ･ラッド ラボラトリーズ(株)     （株）ヘレナ研究所 
富士フイルム和光純薬（株）   (株)クリムゾン インタラクティブ ジャパン 
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